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関
西
広
域
連
合
で
は
、
台
風
第

一
二
号
に
よ
る
被
災
地
を
支
援
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

災
害
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
和
歌

山
県
及
び
奈
良
県
、
三
重
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
受
付
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.w

akayam
a.lg.jp/

prefg/120100/saigaigien/index.
htm

l

奈
良
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.nara.jp/dd_

aspx_m
enuid-25493.htm

三
重
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.m

ie.lg.jp/
T

O
PICS/2011090165.htm

台
風
第
一
二
号
に
よ
る
災
害
義
援
金

�

関
西
広
域
連
合

な
ど
、
各
消
防
機
関
等
に
お
い
て

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

※�
四
面
に
救
急
・
救
助
に
関
す
る
関

係
記
事
を
掲
載

救
急
の
日
二
〇
一
一

　
　
　
　
　

九
月
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　

九
月
一
〇
日
（
土
）

全
国
各
地
で
も
様
々
な
救
急
に
ま

つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
兵
庫

県
下
に
お
い
て
も
救
急
の
日
に
合
わ

せ
、
応
急
手
当
講
習
会
や
健
康
相
談

消
防
庁
で
は
、
救
急
の
日
及
び
救

急
医
療
週
間
に
合
わ
せ
、「
救
急
の

日
二
〇
一
一
」
や
「
救
急
功
労
者
表

彰
式
」
な
ど
、
様
々
な
催
し
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、「
救
急
の
日
」
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
救
急
に
つ
い
て

Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
「
救
急
の
日
」
ポ
ス

タ
ー
の
テ
ー
マ
は
、「
つ

な
げ
よ
う
、
救
命
の
リ

レ
ー
！！
」
で
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
に
行

う
応
急
手
当
の
必
要
性
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
救
命

講
習
の
受
講
を
呼
び
か
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
救
急
車
の
適

正
な
利
用
を
お
願
い
す
る

た
め
、「
救
急
車
利
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
と
リ
ン
ク
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
主
な
日
程
一
覧
】

救
急
の
日

�

九
月
九
日
（
金
）

救
急
医
療
週
間

�

九
月
四
日
（
日
）
～

�

九
月
一
〇
日
（
土
）

救
急
功
労
者
表
彰
式

�

九
月
九
日
（
金
）

台
風
第
一
二
号
に
よ
る
被
害

�

兵
庫
県

平
成
二
三
年
台
風
第
一
二
号
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
三
年
台
風
第
一
二
号
に
よ

る
集
中
豪
雨
に
よ
り
奈
良
県
・
和
歌

山
県
を
中
心
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

一
時
間
雨
量
に
し
て
一
〇
〇
ミ
リ

を
越
え
る
猛
烈
な
雨
が
加
古
川
市
で

も
観
測
さ
れ
る
な
ど
、
兵
庫
県
下
に

お
い
て
も
台
風
が
も
た
ら
す
大
雨
に

よ
っ
て
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

加
古
川
市
消
防
本
部
に
お
い
て

は
、
避
難
要
請
の
あ
っ
た
住
民
の
避

難
誘
導
に
あ
た
っ
て
い
た
南
節
男
さ

ん
が
増
水
し
た
河
川
に
転
落
し
、
濁

流
に
の
ま
れ
殉
職
さ
れ
ま
し
た
。
謹

ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
三
年
台
風
第
一
二
号
に
よ

る
兵
庫
県
下
の
被
害

（
平
成
二
三
年
九
月
一
四
日
現
在
）

被
害
に
係
る
詳
細
な
情
報
、
ま
た

支
援
情
報
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

先
般
の
台
風
第
一
二
号
に
よ
る
風

水
害
へ
の
対
応
と
し
て
、
兵
庫
県
加

古
川
市
に
お
い
て
、
救
出
・
救
助
活

動
に
向
か
っ
た
消
防
隊
員
が
増
水
し

た
川
に
流
さ
れ
行
方
不
明
に
な
り
、

そ
の
後
死
亡
が
確
認
さ
れ
る
事
故
が

発
生
し
た
こ
と
、
ま
た
、
和
歌
山
県

か
つ
ら
ぎ
町
に
お
い
て
も
、
救
助
活

動
に
向
か
っ
た
消
防
団
員
が
道
路
に

空
い
た
穴
へ
の
滑
落
等
に
よ
り
、
重

傷
を
負
う
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
消
防
庁
か
ら
、
安
全
管
理
の

再
徹
底
に
関
す
る
文
書
が
発
出
さ
れ

ま
し
た
。

内
容
と
し
ま
し
て
、
平
成
二
二

年
度
末
に
消
防
庁
よ
り
発
出
さ
れ

た
「
警
防
活
動
時
等
に
お
け
る
安
全

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
改
訂
版
）
を
活

用
す
る
な
ど
、
台
風
等
に
よ
る
風
水

外
発
生
時
に
お
け
る
消
防
職
団
員
の

安
全
管
理
の
際
徹
底
を
図
る
よ
う
留

意
い
た
だ
き
、
事
故
の
再
発
防
止
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。近

年
風
水
害
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や

河
川
の
増
水
、
浸
水
な
ど
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
消
防
団
員
・
消
防
職
員

に
お
い
て
は
警
防
活
動
や
人
命
救
助

活
動
等
を
実
施
さ
れ
る
場
合
に
は
身

体
の
安
全
を
確
保
し
、
二
次
災
害
の

防
止
に
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

台
風
等
に
よ
る
風
水
害
発
生
時
に
お
け
る

消
防
職
団
員
の
安
全
管
理
の
再
徹
底
に
つ
い
て

�

消　

防　

庁

人
的
被
害

　
死
者�

一
名

　
負
傷
者�

一
七
名

住
家
被
害

　
全
壊�

二
棟

　
半
壊�

一
棟

　
床
上
浸
水�

一
，
三
三
九
棟

　
床
下
浸
水�

五
，
三
五
一
棟

　
一
部
損
壊�

七
棟

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基

金
か
ら
平
成
二
三
年
度
に
お
い
て
も
、
消
防

団
員
の
公
務
災
害
防
止
に
取
り
組
む
市
町

を
支
援
す
る
た
め
に
安
全
装
備
品
整
備
等

助
成
事
業
及
び
公
務
災
害
防
止
研
修
事
業

を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

各
種
事
業
要
領
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１　

安
全
装
備
品
整
備
等
助
成
事
業

　

①　

趣
旨

　
　

�

消
防
団
員
の
活
動
に
係
る
安
全
装
備

品
の
整
備
、
健
康
診
断
の
実
施
等
を

実
施
す
る
市
町
に
対
し
て
助
成
金
を

交
付
す
る
事
業

　

②　

助
成
メ
ニ
ュ
ー

　
　

別
表
に
掲
げ
る
も
の

　

③　

助
成
条
件

　
　

�

新
規
の
整
備
等
事
業
を
対
象
と
し
、

更
新
は
対
象
外

　

④　

助
成
金
額

　
　
一
〇
〇
万
円
を
上
限

２　

公
務
災
害
防
止
研
修
事
業

　

ア　

安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー

　
　

�

消
防
団
員
の
安
全
管
理
と
健
康
管
理

の
重
要
性
の
認
識
及
び
理
解
を
促
進

し
、
消
防
団
員
全
体
へ
の
普
及
家
発

を
図
る

　

イ　

Ｓ
―
Ｋ
Ｙ
Ｔ
研
修

　
　

�

消
防
団
活
動
時
に
お
け
る
危
険
を
予

知
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
適
切
に

対
応
で
き
る
能
力
を
養
成
す
る

　

ウ　

健
康
管
理
セ
ミ
ナ
ー

　
　

�

消
防
団
活
動
時
に
発
生
す
る
脳
血
管

疾
患
及
び
虚
血
性
心
疾
患
の
公
務
災

害
防
止
を
図
る
た
め
の
健
康
管
理
知

識
を
習
得
す
る

団
員
一
人
一
人
の
安
全
確
保
と
事
故
防
止

に
、
ぜ
ひ
基
金
が
実
施
す
る
事
業
を
ご
活

用
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、こ
れ
ら
の
事
業
の
詳
細
に
つい
て
は
、

当
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http;//www.

syouboukikin.jp)

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平
成
二
三
年
度
消
防
団
員
安
全
装
備
品
等

助
成
事
業
及
び
消
防
団
員
公
務
災
害
防
止

研
修
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

�

兵
庫
県
消
防
課

「
救
急
の
日
」
及
び
「
救
急
医
療
週
間
」
で
は
、
救
急
業
務
及
び
救
急
医
療
に
対

す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
救
急
業
務
の
よ
り
一
層
の
高
度
化
等

を
図
る
た
め
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
九
日
は
救
急
の
日
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豊
岡
市
は
、
平
成
一
七
年
四
月
に
兵
庫

県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
一
市
五
町
が
合

併
し
て
で
き
た
市
で
、
竹
野
は
そ
の
北
西

部
に
位
置
し
、
北
部
の
海
岸
地
域
か
ら
南

部
の
山
間
地
域
ま
で
、
変
化
に
富
ん
だ
地

形
を
有
す
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

豊
岡
市
竹
野
消
防
団
は
、
竹
野
地
域

を
管
轄
す
る
消
防
団
と
し
て
、
一
本
部
、

六
分
団
、
三
一
二
名
の
団
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

仲
治
団
長
は
、
昭
和
五
四
年
に
竹
野

町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
平
成
九
年
か
ら

副
団
長
に
、
そ
し
て
今
年
四
月
に
団
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
数
々
の
災

害
に
出
動
さ
れ
、
ま
た
訓
練
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
住
民
を
災
害
か

ら
守
る
た
め
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
二
〇
年
か
ら
は
地
元
区
の
区
長

さ
ん
で
も
あ
り
、
団
員
の
た
め
区
民
の
た

め
、
大
変
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
団
長
の
唯
一
の
趣
味
が

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
審
判
。
今
年
で
審
判
歴

三
〇
年
。
二
〇
〇
六
年
の
「
の
じ
ぎ
く
兵

庫
国
体
」
に
お
い
て
も
審
判
員
を
勤
め
ら

れ
、大
会
の
運
営
に
も
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

温
厚
誠
実
で
責
任
感
が
強
く
、
団
員
へ

の
気
遣
い
を
忘
れ
な
い
頼
れ
る
団
長
さ
ん
。

そ
ん
な
団
長
の
お
宅
で
経
営
さ
れ
て
い
る

喫
茶
「
あ
す
な
ろ
」
は
、団
員
が
集
う
『
た

ま
り
場
』
で
も
あ
り
ま
す
。

仲
治
団
長
一
年
目
の
年
。
地
域
の
安
全

安
心
を
守
る
た
め
、
仲
治
団
長
の
下
、
竹

野
消
防
団
は
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

 

「
地
域
へ
の
恩
返
し
の
た
め
に
」

　
　
　

播
磨
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

二
子
北
分
団

尾
﨑　

塁

私
は
大
学
に
進
学
す
る
と
同
時
に

消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
当
時
の
幹

部
の
方
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
と
き
、
迷

う
こ
と
な
く
決
め
ま
し
た
。・
・
と
言
え

ば
、
い
か
に
も
「
消
防
団
の
使
命
に
燃

え
て
」「
熱
い
思
い
で
」
決
意
し
た
と
感

じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
決
し

て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
父
も
学
生
の
頃
か
ら
消
防
団
に

入
団
し
て
お
り
、
小
さ
な
頃
か
ら
そ
の

姿
を
見
て
育
っ
た
の
で
、
自
分
も
そ
の

年
代
に
な
れ
ば
入
団
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
消
防

団
へ
の
憧
れ
の
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た

が
…
。

入
団
当
初
は
学
生
気
分
が
あ
り
、
不

規
則
な
生
活
も
あ
っ
て
、
あ
ま
り
役
に

は
立
て
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
就
職

し
て
か
ら
も
、
勤
務
の
都
合
で
十
分
な

活
動
は
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

こ
れ
で
は
何
の
た
め
に
入
団
し
た
の
か
、

○180

と
疑
問
が
湧
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、
操

法
大
会
に
は
今
ま
で
三
回
出
場
し
て
い

ま
す
。
な
か
な
か
優
勝
ま
で
は
手
が
届

い
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
必
ず
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
、

大
学
生
の
一
時
期
を
除
い
て
、
ず
っ
と

播
磨
町
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

両
親
も
祖
父
母
も
地
域
の
方
々
と
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
、
お
か
げ

で
私
も
地
域
の
方
々
に
か
わ
い
が
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
消
防
団
活
動
は
、
そ

の
恩
返
し
で
あ
る
と
今
は
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
思
い
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
与
え
ら
れ
た
責
任
と
役
割

を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
皆
様
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
も
平
成
７
年

に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、

長
田
の
町
が
大
火
で
覆
わ
れ
ま
し
た
。

神
戸
市
長
田
消
防
団
第
八
分
団
の

管
轄
区
域
に
は
、
長
田
港
、
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
が
あ
り
、
ケ
ミ
カ
ル
関

係
の
会
社
や
、
大
正
筋
商
店
街
な
ど

の
商
業
施
設
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
漁
業
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
昭
和
五
六
年
四
月
に
入
団

し
、
平
成
九
年
に
は
分
団
長
に
な
り

ま
し
た
が
、
平
成
一
四
年
に
私
事
で
団

員
に
戻
り
ま
し
た
。
入
団
の
き
っ
か

け
は
、
先
輩
の
村
上
広
志
氏
と
、
現

団
員
で
も
あ
る
同
級
生
の
田
中
敏
明

氏
の
、「
何
も
し
な
く
て
い
い
。
年
末

特
別
警
戒
に
だ
け
出
て
く
れ
た
ら
よ

い
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
故
三
宅

分
団
長
時
代
の
昭
和
六
三
年
に
副
分

団
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。誰
も
が
知
っ

て
い
る
名
分
団
長
の
も
と
で
消
防
団

活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時

は
詰
所
も
無
く
、
年
末
特
別
警
戒
の

時
は
、「
い
こ
い
の
家
」
の
階
段
の
下

に
ス
ト
ー
ブ
を
置
い
て
暖
を
と
り
ま

し
た
。
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
、
団
員
も
肩

身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
小

型
動
力
ポ
ン
プ
も
無
く
、
資
器
材
な

ど
何
も
な
い
状
態
で
し
た
。
平
成
７

年
の
震
災
時
は
、花
房
浩
治
団
員
（
現

在
、
副
分
団
長
）
の
家
が
詰
所
代
わ

り
に
な
り
、
人
命
救
助
や
放
水
活
動

を
、
一
週
間
ほ
ど
繰
り
返
し
、
繰
り

返
し
行
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
貴

重
な
体
験
で
し
た
。

現
在
は
、
詰
所
も
で
き
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
も
装
備
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
現
在
も
、
町
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
消
防
団
員
と
し
て
、
防
災
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
指
導
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

扱
い
指
導
、
訓
練
な
ど
、
月
に
二
～

三
回
以
上
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
昔

と
違
っ
て
、
震
災
後
は
消
防
団
も
忙

し
く
な
り
ま
し
た
。
平
成
三
年
に
は

駒
ケ
林
神
社
、
平
成
二
二
年
に
は
駒

ケ
林
町
三
丁
目
な
ど
の
大
き
な
火
災

が
あ
り
、
緊
張
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ

の
度
の
東
日
本
大
震
災
の
時
も
、
海

岸
部
の
津
波
警
戒
の
た
め
出
動
い
た

し
ま
し
た
。

平
成
三
年
に
神
戸
市
長
賞
、
平
成

四
年
に
は
家
族
へ
の
感
謝
状
、
平
成

五
年
に
兵
庫
県
消
防
協
会
長
精
勤
賞
、

平
成
一
〇
年
に
兵
庫
県
自
治
賞
、
平

成
一
二
年
に
や
く
も
賞
（
長
田
区
民

防
災
の
賞
）、
平
成
一
九
年
に
は
兵
庫

県
消
防
協
会
長
勤
続
賞
な
ど
、
多
く

の
賞
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
消
防
団
員

の
思
い
を
今
も
引
き
継
ぎ
、
長
田
区

民
の
た
め
、
安
全
で
安
心
な
町
づ
く

り
の
た
め
、
消
防
団
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
私
は
今
も
現
役
消
防
団

員
で
す
。

�

 

「
地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
」 

　
　

豊
岡
市
竹
野
消
防
団

仲
治　

義
信

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈42〉

 「
現
在
も
消
防
団
員
継
続
中
」

　

長
田
消
防
団
第
八
分
団

�

元
分
団
長 

鈴
木　

將
弘 
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南
あ
わ
じ
市
消
防
団
は
、
四
方
面

隊
五
九
分
団
で
構
成
さ
れ
、
団
員
二
、

一
九
〇
名
で
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
っ
て
い
ま
す
。

各
分
団
で
は
、
ポ
ン
プ
や
消
防
車
、

消
火
栓
な
ど
器
具
点
検
の
ほ
か
、
例

年
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
を
実
施
し
、

消
防
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
災
予
防
運
動
時
以
外
に

も
、
広
報
パ
レ
―
ド
を
行
い
、
火
災

予
防
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

な
で
し
こ
分
団（
女
性
分
団
）で
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
講
習
や
火

災
予
防
や
住
宅
用
火
災
警
報
機
の
設

置
の
普
及
啓
発
な
ど
広
報
活
動
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
の
発
生
が
確
実
視
さ
れ

て
い
る
南
海
地
震
で
は
、
地
震
の
揺

れ
に
加
え
、
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被

害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

福
良
地
区
で
は
、
最
大
約
五・三
ｍ
を

超
え
る
津
波
に
よ
り
、
既
存
の
防
波

堤
で
は
被
害
を
防
げ
な
い
状
況
で
す
。

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
未
曾
有
の
被
害
が
発

生
し
、
今
後
は
消
防
団
へ
の
地
域
防

災
に
対
す
る
役
割
・
期
待
が
益
々
大

き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
、
消
防

本
部
・
警
察
と
連
携
し
、
み
ん
な
で

津
波
に
よ
る

死
者
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
き
ま

す
。
特
に
ひ
と

り
で
は
避
難
に

支
障
を
き
た
す

災
害
時
要
援

護
者
に
つ
い
て

は
、民
生
委
員
・

自
治
会
・
長
な

ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
支
援
計
画
の
具
体
化
に
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
兵
庫

県
で
は
、
南
海
地
震
に
よ
り
県
内
最

大
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
福
良
地
区

に
、
水
門
や
樋
門
な
ど
の
扉
を
確
実

に
閉
鎖
し
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
低

減
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、『
福
良

港
津
波
防
災
ス
テ
―
シ
ョ
ン
』
を
平

成
二
十
二
年
度
に
整
備
し
ま
し
た
。

観
潮
船
乗
り
場
に
隣
接
し
て
建
設

さ
れ
、
二
階
に
は
防
災
学
習
室
が
あ

り
、
平
常
時
は
住
民
や
観
光
客
を
は

じ
め
と
す
る
一
般
来
館
者
へ
の
津
波

防
災
の
啓
発
、
地
域
へ
の
研
修
、
小

学
校
の
課
外
授
業
な
ど
、
地
域
の
防

災
学
習
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
て
い
ま
す
。

外
壁
は
、
コ
ル
テ
ン
鋼
と
い
う
特

殊
な
鋼
材
が
使
わ
れ
、
今
は
、
一
面

赤
い
錆
び
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
細
か
い
焦
げ

茶
色
保
護
錆
び
に
覆
わ
れ
、
赤
錆
に

よ
る
腐
食
を
防
い
で
い
ま
す
。
南
あ

わ
じ
市
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
際
は
、

日
本
一
の
う
ず
潮
を
鑑
賞
し
、
福
良

港
津
波
防
災
ス
テ
―
シ
ョ
ン
に
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

神
鍋
山
を
は
じ
め
と
し
た
火
山
群

と
溶
岩
の
造
形
美
が
見
ら
れ
る
、
豊

岡
市
日
高
町
に
あ
る
神
鍋
高
原
。
昨

年
一
○
月
に
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
た
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど

こ
ろ
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

神
鍋
山
・
神
鍋
火
山
群
の
活
動
は
約

七
○
万
年
前
に
始
ま
り
、
何
度
か
噴

火
を
繰
り
返
し
た
後
、
約
一
万
年
前
の

噴
火
が
最
後
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
神
鍋
山
か
ら
流
れ
出
し
た
溶

岩
流
は
一
五
ｋ
ｍ
に
も
お
よ
び
ま
す
。

神
鍋
山
は
、
約
二
万
年
前
の
噴
火
に

よ
り
誕
生
し
た
休
火
山
で
、
標
高
は

四
六
九
ｍ
、
周
囲
約
七
五
○
ｍ
、
深
さ

約
四
○
ｍ
の
す
り
鉢
状
の
火
口
が
見

ら
れ
、
秋
に
は
火
口
付
近
一
面
に
ス
ス

キ
の
穂
が
黄
金
色
に
輝
き
、
ス
ス
キ
の

名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
の

駅
「
神
鍋
高
原
」
か
ら
火
口
ま
で
徒

歩
三
○
分
、
火
口
一
周
は
徒
歩
で
一
五

分
で
す
。
ま
た
、
周
辺
に
は
た
く
さ
ん

の
自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
三
川
山
、

蘇
武
岳
な
ど
へ
の
登
山
や
、
神
鍋
溶

岩
流
跡
に
で
き
た
稲
葉
川
で
は
大
小

様
々
な
滝
や
淵
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
稲
葉
川
に
か
か
る
滝
は
、
神

鍋
渓
谷
公
園
に
あ
る
一
ツ
滝
、
二
ツ
滝

を
は
じ
め
、
俵
滝
、
八
反
の
滝
、
二
段

滝
、
畳
滝
、
十
戸
滝
な
ど
多
く
の
見

ど
こ
ろ
が
あ
り
、
十
戸
で
は
ニ
ジ
マ
ス

の
川
釣
り
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
観

光
協
会
な
ど
が
ジ
オ
パ
ー
ク
に
ち
な

ん
だ
料
理
や
菓
子
の
名
物
作
り
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
六
月
二
九
日
に
開
催

さ
れ
た
「
神
鍋
ジ
オ
グ
ル
メ
試
食
会
」

で
計
一
八
品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
神

鍋
溶
岩
流
カ
レ
ー
」、「
溶
岩
団
子
」、「
溶

岩
お
は
ぎ
」
や
、
炭
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ

た
ワ
ッ
フ
ル
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
未
発
売

の
新
作
。「
神
鍋
火
山
弾
ド
ー
ナ
ツ
」は
、

外
見
と
い
い
、
割
っ
た
と
き
の
中
の
小

さ
な
穴
ぼ
こ
と
い
い
、
火
山
弾
に
そ
っ

く
り
。
神
鍋
観
光
協
会
が
披
露
し
た

地
元
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た
「
神
鍋

キ
ャ
ベ
ツ
天
丼
」
も
好
評
で
す
。
道

の
駅
「
神
鍋
高
原
」、
ホ
テ
ル
な
ど
で
、

メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
一
○
月
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
江
原
駅

か
ら
神
鍋
高
原
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
な
る

全
但
バ
ス
が
江
原
駅
と
神
鍋
高
原
間

の
バ
ス
料
金
を
二
百
円
に
大
幅
値
下

げ
を
す
る
社
会
実
験
を
実
施
す
る
の

で
、
バ
ス
を
利
用
し
た
秋
の
神
鍋
高
原

の
散
策
も
手
軽
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

冬
の
神
鍋
高
原
は
ス
キ
ー
で
お
な

じ
み
で
す
が
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
豊
岡
市
日
高

消
防
団
で
は
冬
山
遭
難
救
助
訓
練
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
冬
山
で
の
遭
難
者

の
救
助
は
経
験
者
で
な
い
と
難
し
い
た

め
、
団
員
の
知
識
、
技
術
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
気
象
条
件
の
厳
し
い
冬

山
で
行
っ
て
お
り
、
ゾ
ン
デ
棒
（
雪
崩

に
埋
没
し
た
人
を
探
す
た
め
の
棒
）
に

よ
る
雪
崩
遭
難
者
の
捜
索
は
、
通
常

の
火
災
や
水
防
訓
練
と
は
異
な
る
緊

張
感
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
訓
練
や
経
験
を
積
み
、

神
鍋
高
原
に
お
越
し
い
た
だ
く
皆
様

に
安
心
し
て
滞
在
い
た
だ
け
る
よ
う
、

消
防
団
も
微
力
な
が
ら
協
力
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

「
地
域
防
災
の
要
」南

あ
わ
じ
市
消
防
団

  

神
鍋
高
原
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い

�

豊
岡
市
日
高
消
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団
　
団
長
　
長
岡
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台
風
第
一
二
号
に
よ
る
豪
雨
災
害

で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

加
古
川
市
に
お
い
て
住
民
の
避
難

誘
導
に
向
か
っ
た
消
防
士
が
増
水
し

た
川
に
流
さ
れ
殉
職
さ
れ
る
な
ど
、

兵
庫
県
下
に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ

ン
が
到
来
し
ま
す
。
消
防
団
員
の
皆

さ
ま
も
出
動
す
る
機
会
が
増
え
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
火
災
の
み
な
ら

ず
、
水
防
活
動
時
に
つ
い
て
も
、
事

故
等
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
お
疲
れ
の
で
ま
せ
ん
よ
う
、

体
調
管
理
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く

だ
さ
い
。

消
防
庁
に
お
い
て
、
全
国
の
救
急

業
務
及
び
救
助
業
務
の
実
施
状
況
等

の
調
査
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
調
査
結
果
が
「
平
成
二
二
年
救

急
・
救
助
の
概
要
」
と
し
て
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
平
成
二
二
年
救
急
・
救
助
の

概
要
」
に
よ
り
ま
す
と
、
救
急
自

動
車
に
よ
る
救
急
出
動
件
数
は

五
，
四
六
二
，
八
四
八
件
で
あ
り
、

平
成
二
一
年
中
と
比
較
す
る
と
、

三
四
〇
，
六
二
二
件
（
六
・
六
％
）

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

救
急
搬
送
人
員
は
四
，
九
七
八
，

七
〇
一
人
で
、
二
九
五
，
七
一
〇
人

（
六
・
三
％
）
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま

す
（
第
一
図
参
照
）。

救
急
自
動
車
は
五
・
八
秒
（
前
年

六
・
二
秒
）
に
一
回
の
割
合
で
出
動

し
て
お
り
、
国
民
の
二
六
（
前
年

二
七
人
）
に
一
人
が
搬
送
さ
れ
た
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　
「
兵
庫
消
防
」
一
〇
月
号
は
休

刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
「
兵
庫
消
防
」
平
成
二
三
年

八
月
一
五
日
発
行
第
六
三
三

号
の
『
消
防
団
今
昔
八
一
』
に

お
い
て
、
職
名
を
誤
っ
て
掲
載

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
次
の
と
お
り
修
正
い

た
し
ま
す
。

正　

選
任
副
団
長

（
誤　

専
任
副
団
長
）

七
％
増
加
）
に
の
ぼ
り
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
（
第
三
図
参
照
）

○
傷
病
者
の
状
況

平
成
二
二
年
中
の
救
急
搬
送
人

院
を
傷
病
程
度
別
割
合
で
見
る

と
、「
軽
症
」
が
五
〇
・
四
％
（
前
年

五
〇
・
七
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
一
七
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。一
方
中
等
症
傷
病
者（
一

日
以
上
三
週
間
未
満
の
入
院
が
必
要

な
者
）
の
割
合
が
三
八
・
四
％
（
前

年
三
七
・
八
％
）
と
前
年
に
比
べ
〇
・

六
％
増
加
し
て
お
り
、
年
々
割
合
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

○
応
急
手
当

消
防
機
関
の
実
施
す
る
応
急
手
当

普
及
講
習
の
修
了
者
数
は
、
平
成

二
二
年
中
は
約
一
四
九
万
人
が
修
了

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
民
の
八
六
人

に
一
人
が
受
講
し
た
こ
と
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
市
民
に
よ
る
応
急
手
当

が
実
施
さ
れ
た
傷
病
者
数
は
五
二
，

五
二
四
人
（
前
年
四
八
，七
八
二
人
）

に
及
ん
で
お
り
、
年
々
増
加
し
て
お

り
、
応
急
手
当
普
及
講
習
の
効
果
が

出
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
（
第
四

図
参
照
）。

○
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

平
成
二
三
年
四
月
現
在
、
全
国

四
五
都
道
府
県
に
七
〇
機
が
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
救
急
出
動
件
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
平
成
二
二
年
中
は

過
去
最
多
の
三
，
九
四
二
件
（
前
年

三
，七
一
〇
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
火
災

や
救
助
も
含
め
た
出
動
件
数
は
七
，

二
一
八
件
で
救
急
に
よ
る
出
動
の
占

め
る
割
合
の
約
半
数
（
五
四
・
六
％
）

を
占
め
、
救
急
業
務
に
欠
か
せ
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
救
助
体
制

救
助
隊
数
に
つ
い
て
平
成
二
三
年

四
月
現
在
、
一
，
五
一
八
隊
で
前
年

度
か
ら
三
〇
隊
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
助
隊
員
数
に
つ
い
て
も
、

二
五
，
六
〇
四
人
で
前
年
比
二
九
一

人
増
と
な
っ
て
お
り
、
体
制
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
救
助
の
状
況

平
成
二
二
年
の
救
助
出
動
件
数

（
救
助
隊
が
出
動
し
た
件
数
）
は
、

八
四
，
二
六
四
件
（
前
年
八
一
，

五
六
七
件
）、救
助
活
動
件
数
（
救

助
隊
が
実
際
に
活
動
し
た
件
数
）

は
、
五
五
，
〇
三
一
件
（
五
三
，

一
一
四
件
）
と
増
加
し
て
い
ま
す

（
第
五
図
参
照
）。

出
動
原
因
に
つ
い
て
は
交
通
事

故
に
よ
る
も
の
が
二
九
，
〇
一
五

件
で
全
体
の
三
四
・
四
％
を
占
め

て
お
り
、
昭
和
五
五
年
以
降
、
第

一
位
の
出
動
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。救

助
活
動
件
数
に
つ
い
て
は
、

建
物
等
に
よ
る
事
故
が
一
九
，

二
三
二
件
で
全
体
の
三
五
・
〇
％

を
占
め
て
お
り
、
平
成
二
〇
年
以

降
第
一
位
活
動
種
別
と
な
っ
て
い

ま
す
（
第
六
図
参
照
）。

編
集
後
記

救
急
自
動
車
の
現
場
到
着
ま
で
の

時
間
は
全
国
平
均
で
八
・
一
分
（
前

年
七
・
九
分
）、
病
院
収
容
ま
で
の
時

間
は
全
国
平
均
で
三
七
・
四
分
（
前

年
三
六
・
一
分
）
と
な
っ
て
お
り
、

過
去
最
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
救
急
体
制

平
成
二
三
年
四
月
現
在
の
救
急
隊

の
数
は
四
，
九
七
七
隊
（
前
年
四
，

九
一
〇
隊
）
で
年
々
増
加
し
て
お

り
、
救
急
業
務
に
従
事
し
て
い
る
救

急
救
命
士
は
二
二
，
一
四
七
人
（
前

年
二
一
，
〇
二
三
人
）
と
こ
ち
ら

も
増
加
し
て
い
ま
す
（
第
二
図
参

照
）。
ま
た
、
救
急
自
動
車
数
も
六
，

〇
二
八
台
（
前
年
五
，
九
六
七
台
）

と
増
加
し
て
お
り
、
全
国
的
に
救
急

体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

救
急
救
命
士
が
行
う
「
器
具
に

よ
る
気
道
確
保
」
や
、「
除
細
動
」、

「
静
脈
路
確
保
」、「
薬
剤
投
与
」
等

の
救
急
救
命
処
置
内
容
や
件
数
も

一
〇
五
、六
五
四
件
（
対
前
年
比
八
・
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第１図　救急出動件数及び救急搬送人員の推移
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第２図　救急救命士数の推移

第３図　救急救命士が行う処置件数の推移

第４図　応急手当の実施数及び実施率の推移
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第５図　救助活動の状況

（平成22年中）

区分 救助出動件数 救助活動件数 救助人員

平成22年中 84,264件 55,031件 58,682人

平成21年中 81,567件 53,114件 54,991人

対前年増減数 2,697件 1,917件 3,691人

対前年増減率（％） 3.3％ 3.6％ 6.7％

第６図　事故種別救助活動状況

（平成22年中）
区

分

火

災

交
通
事
故

水
難
事
故

自
然
災
害

機
械
に
よ

る
事
故

建
物
等
に

よ
る
事
故

ガ
ス
及
び

酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他

合

計

救助出動
5,530 29,015 3,879 392 1,777 24,940 1,011 16 17,704 84,264
6.6% 34.4% 4.6% 0.5% 2.1% 29.6% 1.2% 0.0% 21.0% 100%

救助活動
5,530 16,585 2,661 279 999 19,232 650 10 9,085 55,031
10.1% 30.1% 4.8% 0.5% 1.8% 35.0% 1.2% 0.0% 16.5% 100%

救助人員
2,051 23,349 3,156 502 1,263 18,220 632 11 9,498 58,682
3.5% 39.8% 5.4% 0.9% 2.1% 31.0% 1.1% 0.0% 16.2% 100%


